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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成23年12月8日(2011.12.8)

【公開番号】特開2010-163697(P2010-163697A)
【公開日】平成22年7月29日(2010.7.29)
【年通号数】公開・登録公報2010-030
【出願番号】特願2010-107097(P2010-107097)
【国際特許分類】
   Ｃ２１Ｃ   1/02     (2006.01)
   Ｃ２１Ｃ   1/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２１Ｃ   1/02    １０８　
   Ｃ２１Ｃ   1/02    １０７　
   Ｃ２１Ｃ   1/02    １０３　
   Ｃ２１Ｃ   1/04    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年10月20日(2011.10.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　機械攪拌式脱硫装置を用いた溶銑の脱硫方法において、攪拌羽根によって攪拌されてい
る溶銑の浴面上であって、溶銑を収容する処理容器の内径をＤ、攪拌羽根の直径をｄ、攪
拌羽根の中心から脱硫剤の吹き付け位置までの水平距離をＲとしたときに、水平距離（Ｒ
）が、内径（Ｄ）及び直径（ｄ）に対して下記の（２）式の関係を満足する範囲内となる
位置に、脱硫剤を、上吹きランスを介して搬送用ガスと共に上吹き添加して脱硫処理を行
うことを特徴とする、溶銑の脱硫方法。
　d/3≦R≦d/2+1/3×(D-d) …(2)
　但し、（２）式において、Ｄは溶銑を収容する処理容器の内径、ｄは攪拌羽根の直径、
Ｒは攪拌羽根の中心から脱硫剤の吹き付け位置までの水平距離である。
【請求項２】
　前記脱硫剤の添加完了後、更に、前記上吹きランスから搬送用ガスを溶銑表面に向けて
吹き付けて脱硫処理することを特徴とする、請求項１に記載の溶銑の脱硫方法。
【請求項３】
　溶銑の浴面に衝突する搬送用ガスの流速を１０ｍ／秒以上とすることを特徴とする、請
求項１または請求項２に記載の溶銑の脱硫方法。
【請求項４】
　前記搬送用ガスは、実質的に酸素を含有してない、還元性ガス、不活性ガス、非酸化性
ガスのうちの１種以上であることを特徴とする、請求項１ないし請求項３の何れか１つに
記載の溶銑の脱硫方法。
【請求項５】
　前記脱硫剤の上吹き添加よりも以前、または脱硫剤の上吹き添加と同時に、若しくは脱
硫剤の上吹き添加完了後に、前記上吹きランスまたは別のランスから、脱酸源を搬送用ガ
スと共に溶銑表面に向けて上吹き添加することを特徴とする、請求項１ないし請求項４の
何れか１つに記載の溶銑の脱硫方法。
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【請求項６】
　前記脱硫剤の上吹き添加よりも以前、または脱硫剤の上吹き添加と同時に、若しくは脱
硫剤の上吹き添加完了後に、溶銑を収容する処理容器内に脱酸源を添加することを特徴と
する、請求項１ないし請求項４の何れか１つに記載の溶銑の脱硫方法。
【請求項７】
　前記脱酸源は、金属Ａｌ、金属Ｓｉ、金属Ｍｇのうちの１種以上を含む物質であること
を特徴とする、請求項５または請求項６に記載の溶銑の脱硫方法。
【請求項８】
　前記脱硫剤の上吹き添加よりも以前、または脱硫剤の上吹き添加と同時に、若しくは脱
硫剤の上吹き添加完了後に、前記上吹きランスまたは別のランスから、ガスを発生する物
質を搬送用ガスと共に溶銑表面に向けて上吹き添加することを特徴とする、請求項１ない
し請求項７の何れか１つに記載の溶銑の脱硫方法。
【請求項９】
　前記脱硫剤の上吹き添加よりも以前、または脱硫剤の上吹き添加と同時に、若しくは脱
硫剤の上吹き添加完了後に、溶銑を収容する処理容器内にガスを発生する物質を添加する
ことを特徴とする、請求項１ないし請求項７の何れか１つに記載の溶銑の脱硫方法。
【請求項１０】
　前記脱硫剤は、ＣａＯを主体とし、実質的にフッ素を含有しない物質であることを特徴
とする、請求項１ないし請求項９の何れか１つに記載の溶銑の脱硫方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　本発明は、上記検討結果に基づいてなされたものであり、第１の発明に係る溶銑の脱硫
方法は、機械攪拌式脱硫装置を用いた溶銑の脱硫方法において、攪拌羽根によって攪拌さ
れている溶銑の浴面上であって、溶銑を収容する処理容器の内径をＤ、攪拌羽根の直径を
ｄ、攪拌羽根の中心から脱硫剤の吹き付け位置までの水平距離をＲとしたときに、水平距
離（Ｒ）が、内径（Ｄ）及び直径（ｄ）に対して上記の（２）式の関係を満足する範囲内
となる位置に、脱硫剤を、上吹きランスを介して搬送用ガスと共に上吹き添加して脱硫処
理を行うことを特徴とするものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　第４の発明に係る溶銑の脱硫方法は、第１ないし第３の発明の何れかにおいて、前記搬
送用ガスは、実質的に酸素を含有してない、還元性ガス、不活性ガス、非酸化性ガスのう
ちの１種以上であることを特徴とするものである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００３２】
　第５の発明に係る溶銑の脱硫方法は、第１ないし第４の発明の何れかにおいて、前記脱
硫剤の上吹き添加よりも以前、または脱硫剤の上吹き添加と同時に、若しくは脱硫剤の上
吹き添加完了後に、前記上吹きランスまたは別のランスから、脱酸源を搬送用ガスと共に
溶銑表面に向けて上吹き添加することを特徴とするものである。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　第６の発明に係る溶銑の脱硫方法は、第１ないし第４の発明の何れかにおいて、前記脱
硫剤の上吹き添加よりも以前、または脱硫剤の上吹き添加と同時に、若しくは脱硫剤の上
吹き添加完了後に、溶銑を収容する処理容器内に脱酸源を添加することを特徴とするもの
である。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　第７の発明に係る溶銑の脱硫方法は、第５または第６の発明において、前記脱酸源は、
金属Ａｌ、金属Ｓｉ、金属Ｍｇのうちの１種以上を含む物質であることを特徴とするもの
である。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　第８の発明に係る溶銑の脱硫方法は、第１ないし第７の発明の何れかにおいて、前記脱
硫剤の上吹き添加よりも以前、または脱硫剤の上吹き添加と同時に、若しくは脱硫剤の上
吹き添加完了後に、前記上吹きランスまたは別のランスから、ガスを発生する物質を搬送
用ガスと共に溶銑表面に向けて上吹き添加することを特徴とするものである。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　第９の発明に係る溶銑の脱硫方法は、第１ないし第７の発明の何れかにおいて、前記脱
硫剤の上吹き添加よりも以前、または脱硫剤の上吹き添加と同時に、若しくは脱硫剤の上
吹き添加完了後に、溶銑を収容する処理容器内にガスを発生する物質を添加することを特
徴とするものである。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　第１０の発明に係る溶銑の脱硫方法は、第１ないし第９の発明の何れかにおいて、前記
脱硫剤は、ＣａＯを主体とし、実質的にフッ素を含有しない物質であることを特徴とする
ものである。
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